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C 169 S H  R    （ 自然発症高血圧ラット ）におけ る運動および高脂質食負荷実験

椙山女学園大家政　 ○畔柳奈未子、鈴木順子、松谷康子、伊東　 祥

食　　物

目的： 当研究室でfi ,   SHR   を用いた実験で．走行運動負荷により血圧の上昇が抑制さ れ

運動中止により血圧が上昇した、つまり、運動負荷によ’り高血圧抑制効果があることを認

めている．今回は 、SHR に２種－ の高脂質食を負荷し 、運動負荷が血圧、血中リボ蛋白の

動態などに及ぼす影響を検討したので報告する．

方法：5  週齢の　SHR系雌ラット80 匹を　 ①10％ラード 含有高脂質食（ ラード 食）　 ②10

％サフラワー油含有高脂質食（ サフラワー食 ）の２群に分け 飼育した. nil 齢より運動負

荷を開始し.25 週齢まで15 週間、それぞれラード 食群および サフラワー食群において 、運

動群と非運動群とを比較検討した. 飼料摂取量、飲水量．体重．血圧などを経時的に測定

し 、また、運動開始直前と運動終了直後に剖検を行なったラット については主要臓器の重

量測定および組織検査を行い、剖検時に採取した血液について生化学的検査を依頼した.

結果：飼料、飲水量ともに、運動群がそれぞれの非運動群より摂取量が多かった ．体重

曲線は、ラード 食で15 週齢以降に 運動群が非運動群を上回ったが．サフラワー食ではほと

んど差がなかった. 血圧は.、ラード 食、サフラワー食とも運動群が有意に低下し、運m に

よる高血圧抑制効果が認められた．とく に、ラード 食において顕著であり、ラード食運動

群の血圧は200iniDHg以下の最低値に留まった．血清脂質では、総脂質、総コレ ステD  ール

、ト リグリセ'Jド 、リン脂質、遊離脂肪酸の値が、ラード 食、サフラワー食いずれにおい

ても運動群が非運動群より低値を示した．とくに、ラード 食において、総コレステロ ール

およびト リグリセリド 値が運動負荷により著しく低下した.

５月23日（土）第９会場　午後2:00～4:30

C 170 頼家日記にみられる暮しと食べ物

山梨県立女子短大　○小竹佐知子

－その１ 家祭の記録 ―
武蔵野女子大短大　 石川寛子

目的:江戸後期儒学者 頼山陽の父 春水および母 梅朧が記し歿した日記および頼家にまっ

わる文書から年中行事を取り上げ、特に重点的に記されていた家祭に関する事項をまとめ

ることを目的とした。
方法:『春水日記』(1781( 天明元)年12月16 日～1816(文化12)年12 月2日)、『梅臓日記』
(1785( 天明5)年5月13日～1832(天保3)年12 月晦日)および頼家にまっわる文書を資料とした

(いずれも､お茶の水女子大学女性文化資料館蔵)。当時頼家で祭られていた祖(始祖～4ｲ犬)、
その妻らおよび遠祖(2名)の合計10名について、両日記より各人の忌日に記された事柄を抜

き出し、 記載状況および記載の頻度を検討した。 さらに、残されていた1804～1805年(文化
元～2年)の家祭献立の記録を調査し、献立の形および利用されていた食品を検討した。
結果:『春水日記』は、春水が広島藩儒員として江戸藩邸への出仕と広島への帰藩を1～2年

おきに繰り返した際の勤めに関する記述が中心であり、家祭忌日の様子の記載はほとんど
見られなかった。 一方、『梅鵬日記』には年に合計10回行われる家祭について、 日記の記さ

れているおよそ42年間(猷筆および猷本を除く)のうち平均6郎の割合で家祭を執り行ったこ
とが明記されており、遠祖を除く8回について調べるとその割合はさらに増加した。1804 ～

1805年の資料を分析した結果、家祭に供された献立は遠祖以外では決まった形をとってお
り、猪口､御汁､平､御飯､御香物､御向浩、御酒､御肴､御菓子、御茶であった。遠祖に関 しては

‘子孫無き為当家で祭る' と記されており、猪ロと御向浩が省略されたやや簡略な献立で
あった。各皿に用いられる平均食品数は猪口２､御汁２、平３という結果で､いずれの場合も

野菜が半数を占め、 その中の幾つかの野菜は自家製のものを用いた記録が認められた。
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